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クークの森もりの学がっ校こう




友ともだちって、なあに？








かさいまり・作／絵





[image: ]





[image: ]









〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
































































　春はるの森もり。木き々ぎは、生うまれたての、すきとおるような

　緑みどりの葉はをつけ、風かぜがそよそよ、葉はをゆらしている。

　にぎやかな子こどもたちの声こえが、『森もりの学がっ校こう』から聞きこえてきた。




　こぐまのクークは、大おおきなおべんとうをかかえて、教きょう室しつへ入はいった。
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「おっ、今日きょうもでかいべんとうだな」

　こぎつねのゲンゲンは、ちらっとおべんとうを見みて言いった。

「うん。いちばん楽たのしみな時じ間かんだし、

　いちばん、大だい事じな時じ間かんだから、いっぱい食たべるんだ」

　今日きょうは、はちみつたっぷりのサンドイッチ。

　リュックから、おべんとうと、すいとうを取とりだして、

　自じ分ぶんのたなにおいた。

　クークは、おべんとうをあける時ときは、

　いつも、顔かおがほころんでしまう。

　朝あさの教きょう室しつは、先せん生せいが来くるまで、ガヤガヤとにぎやか。

　ゲンゲンは、いろんな子こにちょっかいを出だしては、

　ぴょんぴょんとんだり、走はしりまわったり。
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　クークは、のんびり、いすにすわって、ぼんやりしていた。

　そこへ、こだぬきのラックが、あわてて教きょう室しつへ入はいってきた。
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「た～いへん、た～いへん！」

「おい、ラック。じけんか？　おもしろいことか？」

　ゲンゲンは、目めをかがやかせた。

「えっと、じけんというより、おもしろいことというより、

　びっくりだよ！」

「なあに？　なあに？」

　みんな、いっせいにラックを見みた。

「あのね、先せん生せいが話はなしてるの、聞きこえたんだ。

　このクラスに、転てん校こう生せいが、来くるよ！」

「え～っ」

　クラス中じゅう、大おおさわぎ。

「どんな子こかな？」

「男おとこの子こかな？　女おんなの子こかな？」

　いろいろな声こえがとびかった。

「おい、クーク、男だん子しと女じょ子しと、どっちがいい？」
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　ゲンゲンが聞きいた。

「いっしょに遊あそべるなら、どっちでもいいよ」

「まあな。もしも男だん子しだったら、

　それも、おれみたいに足あしが速はやくて、

　かっこいいヤツだったら、

　どうしよう。おれの人にん気きがとられるぞ」

　クークはわらってしまった。

「ゲンゲンみたいに、おもしろい男だん子し、

　なかなかいないと思おもうよ」

「まあ、そうだな」

　その時とき、教きょう室しつのドアが、ガラッと開あいた。

　いのししの先せん生せいの後うしろから入はいってきたのは、あらいぐまの女おんなの子こ。

　クラス中じゅうが、いっしゅん、シーンとなった。

　先せん生せいの大おおきな声こえが、ひびいた。

「今日きょうから、このクラスでいっしょに勉べん強きょうするなかまを

　しょうかいする。町まちの学がっ校こうから来きた、あらいぐまのアンだ。

　アン、みんなにあいさつをしてくれるかな」
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「あの、あらいぐまのアンです。

　よろしくおねがいします」

　アンは、ペコリとおじぎをした。

「かわいい」

「声こえもかわいい」

　男おとこの子こたちは、うれしそう。

　女おんなの子こたちは、きょうみ深ぶかそうに見みている。
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　席せきは、クークのとなりになった。

　アンが、いすにすわった時とき、

　クークは思おもわず、ぶるんとした。

　──石せっけんみたいな、いいにおい──

「ぼくは、クーク。わからないことがあったら、

　教おしえてあげるね」

　クークが言いうと、アンはにっこりほほえんだ。

　クークは、また、ぶるんとした。

　──女おんなの子こらしいって、こういう子このことを言いうのかなあ。

　なんか、やさしそう──

　それから、すぐに算さん数すうのじゅぎょうが始はじまった。

　クークの、一いち番ばんにが手てな時じ間かん。

　すぐ、ねむくなるし、ねむくならないように、

　ときどきは、ノートのすみに落らく書がきをする。

　でも、今日きょうは、ちゃんと黒こく板ばんを見みている。

　それにちっとも、ねむくならない。

　転てん校こうしてきたばかりのアンは、黒こく板ばんを見みていても、

　先せん生せいの話はなしが、ちっとも頭あたまに入はいらない。
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　──さっき教きょう室しつに入はいる前まえは、あいさつの言こと葉ばがいっぱい

　うかんでたのに、すごくきんちょうして言いえなかった。

　だからかなぁ。よけいなことは言いわなかったし、

　目め立だちすぎなかったし。

　よかったってことなんだわ。

　こんな感かんじでいけば、お友ともだちできるかな──




　やがて、チャイムがなって、休やすみ時じ間かんになった。

　みんなは、校こう庭ていにとびだした。

　アンも、つられて外そとに出でた。

「ドッジボールするぞぉ」

　ゲンゲンの声こえで、みんなが集あつまる。
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　こうさぎのサーハが、アンをさそった。

「いっしょに、ドッジボールしよう！」

「いや。そんなのしたくない」

　アンは、言いってしまってから、心こころの中なかで、

　しまった！　と思おもったけれど、言こと葉ばはもどらない。

「そんなのとは、なんだ？

　おれたちの遊あそびに、もんくあるのか？」

　そばで聞きいていたゲンゲンが、むっとして言いった。

「わたし、したくないから、そう言いっただけ。

　がまんして、やることじゃないもの」

「やりたくなったら、とちゅうからでも、

　入はいっていいよ」

　と、サーハが言いった。
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　サーハは、しっかり者もので、みんなからたよられている。

「たぶん、入はいらない」

　アンは言いってから、近ちかくのベンチにすわった。

「わがままなヤツ。

　ああ、時じ間かんもったいない！　やるぞぉ」

　ゲンゲンのかけ声ごえで、みんな、なんとなく気きにはなったけれど、

　どうしていいかもわからず、そのまま、ドッジボールを始はじめた。

　すごく楽たのしくて、みんな、アンのことはわすれてしまった。

　ボールをなげるのも、うけるのも、うまいゲンゲン。

　すぐ、ボールをあてられてしまうクーク。

　にげるのが上じょう手ずなラック。

　わいわい、キャーキャー言いいながら、ドッジボールはつづいた。

　ベンチにすわったアンは、みんなが遊あそんでいるのを

　見みているようで、見みていない。

　──わたしは、朝あさいっしょうけんめい、おしゃれしてきたのに、

　だれも、ステキな転てん校こう生せいが来きたって、言いわなかった。

　このネックレスだって、一番ばんステキなのをえらんで、つけてきたのに。

　ドッジボールなんて、じょうだんじゃない。

　ボールがあたって、けがをするかもしれないし、

　ころんで、よごれちゃうかもしれないし、

　ネックレスが、とれるかもしれない。

　アンは、しばらくは、ドッジボールを見みていたけれど、

　だんだんあきてきて、まわりをきょろきょろ見みだした。

「知しらない子こたちのドッジボールなんて、

　いくら見みててもつまんない」
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　校こう庭ていの向むかい側がわには、森もりがひろがっていた。

　ぼんやり、その森もりを見みていると、木き々ぎの間あいだから、

　赤あかいものが、ちらっと見みえた。

　それも、緑みどりの葉はがおいしげる木きの上うえの方ほうに、

　ちょっとだけ見みえる赤あかいもの。

「なんだろう。鳥とりでもないし、赤あかい実みでもないわ」

　そう思おもったら、ベンチになんかすわっていられない。

　アンは、校こう庭ていから、森もりへ向むかった。

　やがて、休やすみ時じ間かんの終おわりをつげるチャイムがなった。

「あー、おもしろかったぁ」

　みんな、口くち々ぐちに言いいながら教きょう室しつへ入はいっていく。

　その時とき、サーハの声こえ。

「あら？　アンがいないわ」

「さっき、向むこうの方ほうに走はしっていったような気きがするよ」

　ラックが、校こう庭ていの外そとを指ゆびさしながら言いった。

「えっ？　まだ学がっ校こう終おわってないのに？」

　と、クークもびっくり。

「あいつは、かってだから、ほっとけ。

　そのうちもどってくるだろ」

　ゲンゲンは、言いいながら、教きょう室しつにもどろうとしたけれど、

　クークが立たちふさがった。
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「ねぇ、友ともだちがいなくなったんだよ」

「は？　おいクーク。

　バスの中なかでとなりにすわっただけのヤツは、友ともだちか？」

「いや、友ともだちじゃない」

「だったら、同おなじクラスになっただけで、もう友ともだちか？」

「いや、まだ友ともだちじゃないかも」

「だろ？　あいつは朝あさ来きたばっかりだぞ。

　まだ友ともだちじゃない」

「何なに、いじわる言いってるの？」

　サーハが、ゲンゲンの言こと葉ばをさえぎるように言いった。

「もしも、あの森もりに入はいっちゃったら、まいごになっちゃうわ。

　急いそいで、さがさなきゃ」

「えーっ、まいご？」

　クークもあわてた。

「あいつのかってだろ」

　ゲンゲンは、むっとした。




　そのころ、アンは、森もりの中なかを歩あるきながら、

　赤あかく見みえたものをさがしていたけれど、見みあたらない。

　どこをどう歩あるいているかも、わからない。

　そのうち、だんだん心こころぼそくなってきた。
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　──わたし、今日きょう転てん校こうしてきたばっかりなのに。

　みんな、わたしをほっといて、ドッジボールなんか始はじめて、

　だれもわたしのことなんか気きにしない。

　だからわたしは、こんなところに来きちゃったんだわ。

　赤あかいものも見みつからないし、

　わたし、ここの学がっ校こうきらい。

　さっきのクラスもきらい──

　とぼとぼ歩あるいていると、木き々ぎの向むこうが明あかるく見みえた。

　走はしっていってみると、そこにはさらさらと流ながれる小お川がわ。

「わぁ、きらきら光ひかってる、きれいな川かわ！」

　アンが、川かわ底ぞこをのぞくと、魚さかながすいすい泳およいでいる。

　小ちいさな石いしもたくさん見みえた。

「わぁ、わたし、川かわを見みつけたんだあ」

　向むこう側がわの川かわ岸ぎしを見みて、アンの目めがかがやいた。

「あった！」

　校こう庭ていからちらりと見みえた赤あかいもの。

　ツリーハウスの赤あかい屋や根ね。

　その上うえには、カラカラとプロペラが回まわっていた。
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「わあ、木きの上うえに小ちいさな家いえ！

　ツリーハウスっていうのかな。行いってみたいな」

　でも、近ちかくに川かわをわたる橋はしも見みあたらなくて、あきらめた。

「いつか行いってみよう。あのステキなツリーハウス」

　アンは、すっかりうれしくなって、宝たから物ものを見みつけたみたいな気き分ぶん。

「もう、学がっ校こうにもどろうかな」

　また、歩あるきはじめたけれど、はじめての森もりは、

　アンにとって、みな同おなじ木きに見みえる。

　立たち止どまっては、右みぎに行いってみたり、左ひだりに行いってみたり。

　そのうち、学がっ校こうがどっちにあるのかも、わからなくなってしまった。

「あ～あぁ。つかれちゃった」

　アンは、大おおきな木きによっかかって、すわりこんだ。
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「まだ友ともだちもいないから、だれの顔かおも思おもいだせない」

　だんだん、さびしくなってきた。

「わたし、友ともだちできるかな。

　でも、こんなとこに、かってに来きちゃったんだから、

　教きょう室しつにもどったら、みんながあきれてしまって、

　友ともだちになんか、なってくれないかも。

　もう、きらわれたかもしれないな」

　つぶやいているうちに、だんだん、

　学がっ校こうにもどりづらくなってしまった。

　森もりからは出でたいけれど、教きょう室しつには入はいりづらい。

　どうしようと思おもった時とき、ガサガサと音おとがして、

　だれかが、やってくるのが見みえた。

「あ、いたぞ」

「よかった！　見みつかって」

　アンにとっては、まだ、

　名な前まえも知しらないクラスの子こ。

　クークとゲンゲンとサーハだった。

　ゲンゲンは、怒いかりをおさえきれずに、どなった。
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「おい、おまえ。学がっ校こうに来きてて、なんで、

　とちゅうでいなくなるんだ！

　学がっ校こうへの帰かえり道みちがわからなくなったんだろ！」

「なによ、まるでわたしが、まいごになったみたいな言いい方かたして。

　ひと休やすみしてただけ」

「なんだ？　見みつけてくれてありがとう、だろ」

「よけいなお世せ話わよ」

「アン、ごめんね。転てん校こうしてきたばっかりで、

　このへんのこと、わからないでしょ。わたしたち、

　アンがまいごになったと思おもって、さがしに来きたの」

　サーハが、やさしく言いった。

「そうだぞ。友ともだちでもないのに、さがしに来きたんだぞ」

　と、ふくれっつらのゲンゲン。

「友ともだちじゃなかったら、来こなくてもよかったのに」

　アンも、ふくれっつらで言いった。

　クークは、見みつかったので、うれしそうに言いった。

「ぼくもね、ときどき、学がっ校こうをぬけだして、

　森もりに来きたいって思おもうことあるよ」

「さあ、行いこう。先せん生せいに怒おこられちゃう」

　サーハは、アンの手てをにぎった。
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「見みつけてやったのに、ありがとうも言いわない」

　ゲンゲンは、ぶつぶつ言いいながら走はしった。

「よかったあ」

　クークは、にこにこ。みんな走はしって森もりをぬける。

　アンは、サーハと手てをつなぎながら思おもった。

　──手てがあったかい。友ともだちみたい──

　アンは、ずっと手てをつないで走はしっていたかった。




　教きょう室しつをのぞいた。

　先せん生せいが、ちょうど、せなかをむけて、黒こく板ばんに字じを書かいている。

　見みつからないように、そおーっと、ドアをあける。

　それぞれが、ゆかをはうようにして、

　そっと、そっと、自じ分ぶんの席せきにつこうとした、その時とき、
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「こら───────────────────っ」

　先せん生せいだ。

「どこに行いってた？

　もう、じゅぎょうは始はじまってるんだぞ」
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「ごめんなさい、先せん生せい。

　あの……、アンに、学がっ校こうのまわりを

　あんないしていたんです」

　サーハが思おもわず言いった。

「そ、そう。ちょっと、

　遠とおくまで行いきすぎちゃって」

　と、クークも言いった。

「ばつとして、じゅぎょうが終おわるまで、

　後うしろで立たってろ」

　その時とき、アンが言いった。

「先せん生せい、ごめんなさい。わたしだけ、立たってます。

　ほんとは、わたし、学がっ校こうをぬけだして、

　かってに森もりへ行いったんです。

　でも、森もりの中なかで、まよって、みんながさがしに来きてくれて」

「そうか。いい友ともだちができたな。

　よし、それなら、やっぱりみんなで立たってなさい」

　四よ人にんはしかたなく、教きょう室しつの後うしろにならんで立たった。

　先せん生せいが、つけくわえた。

「クーク。立たちながらねるなよ」

　みんな大おおわらい。

　クークは、頭あたまをかきながら、こくんとうなずいた。
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　そして、五ご分ふんもしないうちに、

　クークはかべによりかかり、

　上じょう手ずにいねむりを始はじめた。

　サーハが小こ声ごえでアンに教おしえた。

「クークは、立たってねるのがとくいなの」

　アンは、くすっとわらった。

　怒おこられて、立たたされるのはいやだけれど、

　なんだかうれしかった。

　ゲンゲンは、アンに向むかって、あっかんべえをした。
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「おまえのせいで、立たたされてるんだぞ！」

　アンは、両りょう手てをあわせて、ごめんなさいをした。




　帰かえり道みち、クークは、ゲンゲンといっしょだ。

「ねぇ、ゲンゲン。女おんなの子こらしい女おんなの子こって、

　どんな子こなの？　ぼくわかんなくなった」

「は？　おい、クーク、今いまのおれたちには、

　それは算さん数すうよりむずかしいもんだいだ」

「そっかあ。よかったぁ。

　大人おとなになるまでに、わかればいいや」

　クークは、それから、ぶぶっとわらった。

「ぼくね、わかったことがひとつだけあるよ。

　女おんなの子こって、どら焼やきみたい」

「えーっ、どうしてだ？」

「だってさ。どら焼やきの皮かわって

　ふわんってやわらかくて、いいにおいがするよ。

　だけど、中なかのあんこは、つぶつぶしてる」

「なあるほど。

　おもしろいこと言いうな」

　クークと、ゲンゲンのわらい声ごえ。

　空そらには、どら焼やきみたいに、まあるい雲くもがうかんでいた。



















　夏なつの昼ひる。

　教きょう室しつのまどは、あけっぱなしで、すずしい風かぜが入はいってくる。

　一いち番ばん後うしろのまどぎわにすわっているクーク。

　大おおきなおべんとうを食たべて、おなかいっぱいになった。

　午ご後ごのじゅぎょうは、先せん生せいの声こえが遠とおくから小ちいさく聞きこえてくる。

　こっくり、こっくり。ときどき、くうっと息いきがもれる。

　クークの、すっかりねむった顔かおは、

　とても気き持もちよさそうで、気きがついた先せん生せいは、

　思おもわず、あきれてわらってしまった。

　みんなも、先せん生せいの目めが、クークに向むけられているのに

　気きづいて、クークを見みた。

「なんか、夢ゆめ見みてるのかな」

「はちみつ、なめてる夢ゆめかな」

「空そら、とんでるのかも」

　みんな、クークを見みながらそうぞうした。

　だれも、クークをおこさないし、

　勉べん強きょうをつづけてくださいなんて言いわない。

　先せん生せいは、じゅぎょうを止とめて、

　黒こく板ばんのはじからはじまで字じを書かいた。

「し───────────────っ」
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　そして、その下したに、小ちいさく書かいた。

「今いまから、

　ねむたくなるような夏なつを

　体からだで感かんじる時じ間かんにする」

　みんな、うれしくなった。

　それぞれ、しーっと、口くちに指ゆびをあてる。

　まどの外そとは、遠とおくに、つややかな緑みどりの葉はがおいしげる森もり。
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　ときおり、鳥とりのなき声ごえ。

　だれも席せきを立たたない。

　のんびり、ゆったりと、さわやかな夏なつを感かんじる。

　しばらくして、クークが目めをさました。

　よだれを手てでぬぐって、すっきりした顔かお。

「よし！　みんな感かんじる時じ間かん終おわり。

　体からだが夏なつをどう感かんじたかを

　言こと葉ばにして言いってみよう」

「えーっ、先せん生せい、ただの休きゅうけいだと思おもったよーっ」

　と、ゲンゲン。
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「ははは。ざんねんだったな。

　今いまは国こく語ごの時じ間かんだ。

　サーハ、どうだ？」

「はい。やわらかなものに、

　体からだがすっぽりつつまれたみたい」

「夏なつって、ふとんの中なかみたい」

「なんにもしたくなくなる！」

「あったかい気き持もちになる！」

　クラス中じゅうが、ざわっとして、わらい顔がお。
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　クークは、意い味みがわからず、きょろきょろ。

　中ちゅう断だんした国こく語ごのじゅぎょうが、始はじまった。

「クーク、教きょう科か書しょの32ページを読よみなさい」

　と、先せん生せいが言いった。

　先せん生せいは、こわいけれど、やさしい。

　けんかを見みつけても、すぐには怒おこらない。

　まずは、話はなしを聞きく。

　そして、怒おこる時ときは、やっぱりこわい。

　でも、みんなは先せん生せいが大だいすきだ。




　今日きょう、サーハはほうかごになるのが待まちどおしかった。

　帰かえる時ときに、クークとゲンゲンとアンに、

　わたしたいものがあったから。

　きのう、サーハは、りすのおばさんに

　服ふくを作つくった後あとのあまりの布ぬのをたくさんもらった。
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「リボンやふくろを作つくっても、まだ、あまるわ」

　ほかに何なにか作つくるものあるかなぁと考かんがえた時とき、

　すてきなことを思おもいついた。

「クークとゲンゲン、それにアンにも、

　何なにか作つくってあげよう」

　そう思おもったら、わくわくしてきた。

　何なにがいいかなぁと考かんがえた。

「男おとこの子こでも女おんなの子こでも、もらってうれしいもの。

　かならず使つかうもの。もらってうれしいもの」

　いろいろなもようの布ぬのをならべて見みていたら、

　クークのおべんとうを思おもいだした。

　クラス一いち大おおきいおべんとうには、かならず、

　はちみつの小こびんがついていた。
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「そうだわ。みんなの大だいすきなジャムやはちみつの

　びんのふたにかぶせる、カバーがいいわ。

　きっと、よろこんでくれる」

　布ぬのを丸まるく切きって、まわりをはりでちくちくぬって、ゴムを通とおす。

　母かあさんが使つかっていたミシンは、あるけれど、

　サーハは、まだ使つかえない。

　だから、一ひとはり一ひとはり、ていねいにぬった。
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　部へ屋やのすみにある、母かあさんのミシン。

　サーハの洋よう服ふくをいつもぬってくれた。

　シーツも、まくらカバーも。

　今いまはもう、天てん国ごくに行いってしまった母かあさん。

　大おおきくなったら、あのミシンを使つかえるようになろうと、

　サーハは思おもっている。

　クークたちに、わたしがふたカバーを作つくったって言いったら、

　びっくりするだろうなと、そうぞうしながら、ちくちくぬった。

　同おなじはばで、細こまかくぬっていくのは、むずかしかったけれど、

　プレゼントだから、とてもていねいにぬった。

　できあがった六ろっこは、みんなちがう色いろやもようの布ぬの。
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「すごく、よくできた！」

　サーハは、それを二にこずつ、ふくろに入いれた。




　ほうかご、クークとゲンゲンが帰かえり道みちを歩あるいていると、

　サーハとアンがおいかけてきた。

「クーク、ゲンゲン、待まって待まって！」

「サーハがね、わたしたちにプレゼントがあるんだって」

　アンのうれしそうな声こえ。

　プレゼントという言こと葉ばに、

　目めをかがやかせたクークとゲンゲン。

「おいしいもの？」

　クークが聞きくと、ゲンゲンは、

「おもしろいもの？」と、聞きいた。
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　サーハは、ふくろをわたした。

　クークとゲンゲンとアンは、

　わくわくしながら、ふくろをあけた。

　ふくろから、取とりだしたふたカバーを見みて、きょとんとした。

「何なに？　これ」

　と、すぐにアンが言いった。

「あのね、ジャムやはちみつのびんの、ふたにつけるカバーよ。

　わたしが作つくったの」

　うれしそうに言いったサーハ。
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「ふたカバー……ふーん」

　と、アンのとてもがっかりした声こえ。

　クークとゲンゲンとアンは、家いえにあるジャムやはちみつのびんに、

　カバーがついているかな～と、いっしゅん思おもったけれど、

　きょうみがなかったから、へんじにこまった。

「ふたカバー」と、クークがやんわり。

「うーん。母かあちゃんにやるか？」と、ゲンゲン。

「うちは、つかってないよ。ちがうものなら、うれしかった」

　と、アンはあっさり。

　みんなの言こと葉ばに、サーハはがっかりした。
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　いきなり、ゲンゲンが、二にこのふたカバーを

　自じ分ぶんの耳みみにつけた。

「耳みみカバーだぞ！」

「おもしろい！」

「それも、いいね！」

　アンとクークは、手てをたたいてわらった。

　サーハは、むねがきゅんっとなった。

　でも、だれにもサーハの気き持もちは、わからない。

　ゲンゲンは、耳みみにカバーをつけたまま、

　そばにあった石いしの上うえに上あがって、ぴょーんと、

　どこまでとべるか、ジャンプを始はじめた。
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「一いち番ばん、ゲンゲンです！」

　ぴょーん。

「二に番ばん、アンです！」

　ぴょーん。
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「三さん番ばん、クークです！」

　ぴょーん。
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「おれが、一いち番ばんとんでるぞ」

　ゲンゲンは、もっと遠とおくにとぼうとして、

　着ちゃく地ちと同どう時じに、すべってころんでしまった。

「いてて！」

　ゲンゲンは、夢む中ちゅうでやっていたから、

　耳みみにつけていたカバーが

　二にことも取とれてしまったのに、気きがつかない。

　どこかに、落おとしたまま。

「あれ？　クークより、アンの方ほうが遠とおくまでとんでるぞ」

「今こん度どこそ、ぼく、遠とおくまでとぶよ！」

　いつの間まにか、カバーのないゲンゲンの耳みみ。

　それに気きづかないクークとアンは、

　楽たのしそうに何なん回かいもジャンプあそび。

　──せっかく作つくったのに、よく見みてもくれない──

　プレゼントより、ジャンプあそびに

　夢む中ちゅうになっているクークたちを見みていると、

　サーハは、だんだんむかっとしてきた。

「ねぇ、サーハも見みてないで、いっしょにやろう！」

　アンがさそってもへんじもしない。

　そのうち、みんなは、

　サーハのふきげんな顔かおを見みて、びっくり。

「サーハ、どうしたの？　怒おこってるみたい」

「おい、サーハ。どうして怒おこってるのか、わかんないぞ」

「きゅうに、怒おこることが、おこった！　なんてね」
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「お、クーク、うまいぞ！」

「いや、それほどでも」

　クークは、頭あたまをかきながら、サーハを見みた。

　いっしゅん、しらけた空くう気きがただよった。

「わたし、わかった。サーハが怒おこってる理り由ゆう！」

　アンが、ちらりとサーハを見みて言いった。

「おれ、わかんないぞ」

「ぼくも」

「この耳みみカバー、じゃなくて、えっとぉ、ふたカバーのせいよ。

　クークとゲンゲン、もらってうれしかった？」

「そ、そりゃ、プレゼントだもの、うれしいよ」

「うん、せっかく、サーハがくれたんだもの。うれしいぞ」

「あっそ。わたしはね、あんまりうれしくないものを、

　もらった時ときは、どうしたらいいか、わからない。

　むりにうれしそうな顔かおできないもの。

　そうしたら、ゲンゲンが急きゅうに、耳みみカバー！　なんて、

　やっちゃうんだもの、もうおかしくって」

「うん。さすが、ゲンゲンだよね」

　クークは、言いいながら、サーハを見みて、

　あっ、サーハが怒おこっていると思おもった。
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「もういい。帰かえる！」

　サーハは、急いそぎ足あしで、どんどん歩あるいた。

　歩あるきながら、つぶやいた。

「あぁ、わたしって、ばかみたい。きのうの夜よる、

　あんなにおそくまでかかって、一いっ生しょうけんめい作つくって。

　それが、みんなには、うれしくないものだったの？」
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　サーハは、クークたちにはらが立たったけれど、

　自じ分ぶん自じ身しんにも、はらが立たってきた。

「昨日きのうは、できあがってすごくうれしかったけど、

　クークたちのよろこぶ顔かおをそうぞうしたら、

　もっとうれしくなっていた。でも、その気き持もちが、ぺちゃんこになった」

　いつもの帰かえり道みちが、すごく長ながく感かんじられた。

　後あとに残のこされたクークたち。

「なんか、サーハのせなかから、

　怒おこったゆげがのぼってる」

　クークが、心しん配ぱいそうにつぶやいた。

「おい、アン。おまえの言いい方かたってきついぞ」

「うん、ぼくもそう思おもう」

「何なによ。自じ分ぶんたちだけ、いい子こになって。

　だいたい、男だん子しって、はっきり言いわないっていうか、

　そういうのって、ゆうじゅうふだんって言いうの！」

　アンはふくれた。

「わたし、うそ言いってない。

　もう帰かえる！」
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　アンは、すたすたと帰かえっていった。

「おれたちも帰かえろうぜ」

「うん」




　クークが、家いえについた時ときには、もう、おなかがグーグーなっていた。

　ちょうど、母かあさんが紅こう茶ちゃの用よう意いをしているところ。

　父とうさんは、『森もりのキッチン』というレストランをやっている。

　だから、おやつも、ときどきは、父とうさんが作つくってくれる。

　今日きょうのおやつは、エクレアとシュークリーム。

　クークが食たべていると、父とうさんも紅こう茶ちゃを飲のみに来きた。

「父とうさん、おいしい！」

「そうか」

　父とうさんは、クークがちょっと元げん気きがないなと感かんじたけれど、

　何なにも言いわなかった。

　クークは、ぼそっと言いった。

「ねぇ、父とうさん。エクレアとシュークリームって、

　中なか身みおんなじなのに、どうして名な前まえちがうの？」

「どこがちがうと思おもう？」

「エクレアには、チョコがかかってる」

「そうだな。エクレアもシュークリームも

　同おなじ生き地じで作つくるけれどね。

　エクレアは、いなずまっていう意い味みなんだよ。

　いなずまはわかるか？」

「うん。大おお雨あめとかふって、空そらがまっくらになって

　バリバリッてすごい音おとがするの。光ひかるんだよ！

　空そらが、やぶけちゃうみたいに」

「そうそう。上うえにかかっているチョコレートが、

　とけないうちに、いなずまみたいに、早はやく食たべなければ、

　いけないって言いわれているんだ」

「おもしろいね」

「シュークリームの、シューは、キャベツっていう意い味み。

　ほら、丸まるい形かたちが、キャベツみたいだろ」
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「うん。キャベツみたいだ。

　ぼく、どっちから先さきに食たべようかな」

　クークは、エクレアを手てに取とった。

「エクレアを急いそいで食たべるんだ」

「エクレアの、おいしい食たべ方かたは、

　上うえと下したをさかさまにして、食たべる。

　したに、ちょくせつ、とけたチョコレートと

　中なかに入はいっているクリームの味あじがするから、

　ますます、おいしく感かんじられるんだよ」
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　クークは、エクレアをさかさまにして、

　チョコレートを下したに向むけて食たべてみた。

「父とうさん、おいしい！」

　クークは食たべながら思おもった。

　──どうして、サーハは、急きゅうに怒おこっちゃったのかな。

　ふたカバーのことって、そんなに怒おこることなのかな。

　ちゃんと、みんな、ふたカバーもらったし。

　すごく、よろこびはしなかったけれど、

　それが、わるかったのかなあ。

　でもさあ、むずかしいなあ──

　そんなことを思おもいながら

　食たべつづけていたので、

　エクレアを六ろっこ、シュークリームを五ごこも食たべてしまった。

　食たべ終おわると、クークはリュックから、

　ふたカバーを取とりだして、母かあさんにわたした。

　サーハもゲンゲンも、小ちいさい時ときから、いっしょに

　遊あそんでいるので、母かあさんはよく知しっている。

　父とうさんとふたりでくらしているサーハを

　見みまもってきた。

「ねぇ、母かあさん、このふたカバーは、

　サーハが、作つくったんだって。

　ぼくと、ゲンゲンとアンにくれたんだよ」
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　母かあさんは、うれしそうに、カバーを見みた。

「まあ、一ひとはり一ひとはり、きれいにぬってあるわ。

　サーハは、心こころをこめて、作つくったのねぇ。

　ちゃんと、お礼れいを言いったの？」

「えっ、えっとぉ、どうだったかな。

　言いったような、言いってないような……」

　その時とき、げんかんで、ゲンゲンの声こえがした。

「おい！　クーク、クーク！」
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　ドアをあけると、

　ゲンゲンがなきながら立たっていた。

「どうしたの？」

「あのな、母かあちゃんに怒おこられた。

　めっちゃ、怒おこられた！」

「怒おこられること、したの？」

「サーハにもらった、カバーのこと思おもいだして、

　母かあちゃんに言いったら、怒おこられた」

「えっ？　見みせてあげたんでしょ？」

「おれの耳みみから、いつの間まにかなくなってた。

　おい、クーク。なんで言いってくれなかったんだ。

　耳みみについてないよって」

「ぼく、ぜんぜん気きがつかなかった。っていうか、

　耳みみカバーのこと、わすれてたもん」
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「とにかくさ、母かあちゃんに、さがしてこいって言いわれた」

「そうだね。ぼくも、いっしょにさがすよ」

　クークは、父とうさんと母かあさんのところに、

　あわててもどった。

「ぼく、ちょっと用よう事じができたから行いってくるね」

　それから、クークとゲンゲンは、いちもくさんに走はしって、

　学がっ校こうの方ほうへ向むかった。

「きっと、ジャンプあそびしてたとこだぞ」

「うん、きっと見みつかるよ」

「だよな。なくしたことばれたら、サーハ、もっと怒おこるぞ」

　クークもゲンゲンも、石いしのまわりをしんけんにさがした。

　なかなか見みつからない。

　草くさむらの中なかも、さがしてみた。

「おい、やばいぞ」

「うん、こんなにさがしてるのに……」

　あたりが、暗くらくなりかけた時とき、

「あった！」

　ゲンゲンが、ざっ草そうの間あいだからひとつをひろいあげた。

「ぼくも、見みつけた！」

　クークは、石いしと石いしのすきまに見みつけた。
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　ふたカバーを手てにしたクークとゲンゲンは、

　ほっとして、その場ばにすわりこんだ。

　ふたカバーを、クークは、しみじみと見みた。

「そういえばさ、母かあさんがこれを見みて、

　サーハは、心こころをこめて作つくったのねって言いってた」

「えっ、そうなのか？」

「なんだか、サーハにわるいことをしたのかな」

「おれも、耳みみカバーとか言いったりして」

「明日あした、ちゃんとサーハにありがとうって言いおうね」

「そうだな」




　その夜よ、クークは、窓まどをあけて、月つきを見みた。

　クークは、小ちいさい時ときから、ねる前まえに、

　いつも月つきを見みて話はなしかけていた。

　学がっ校こうに入はいっても、やっぱり同おなじ。
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「あのね、お月つきさま。

　学がっ校こうってね、いつも楽たのしいことばかりじゃないんだよ。

　毎まい日にち、ちがうの。たいへんなんだ。

　あれ？　なんでたいへんなのかな……。

　そっかぁ。自じ分ぶんだけじゃないからかな。

　いつも、だれかがいるでしょ。そこなんだぁ。

　学がっ校こうって、いい時ときはいいけれど、

　何なにか、ひっかかることがあったら、ぼくはおちこむ。

　今日きょう、サーハが、怒おこって帰かえっちゃった。

　なんかさぁ、気き持もちって、見みえないから、

　むずかしいんだね。

　だから、言こと葉ばがあるのかな。

　今日きょうはね、ぼく、言こと葉ばがいっぱい足たりなかったの。

　ほんとに、いっぱい足たりなかった……」

　夜よ風かぜが、クークの鼻はなをくすぐった。




　朝あさ、登とう校こうする子こどもたちをおいぬきながら、

　アンが走はしってきた。

　サーハを見みつけたからだ。

「おはよう！　サーハ」

「……」

　なんとなく、ぎこちないサーハだったけれど、

　アンが、くるっと後うしろを向むいて、リュックを見みせると、

「あっ!?」

　と、思おもわず声こえが出でた。

「きのう、サーハにもらったふたカバーだよ。

　いいアイディアでしょ」
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　二にこのふたカバーは、きゅっと丸まるくつぼめて、

　まるで、サクランボみたいにつなげて、

　リュックにぶらさげてあった。
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「アン、こんな風ふうにしてくれたの。

　すごく、かわいい」

「でしょ。さいしょもらった時ときは、

　カバーもらったって使つかわないもん、

　こまったなって思おもったの。

　だって、こういうことは、はっきり言いった方ほうがいいでしょ。

　それからね、考かんがえたの。

　サーハが作つくったんだから、いつも持もっていたいなって」

「うれしい」

　サーハは、あたたかい気き持もちでいっぱいになった。

　そこへ、クークとゲンゲンが来きた。

「おい、クーク。おまえ、先さきに言いえ」

「えっ。いっしょに言いおう」

　ゲンゲンとクークは、いっしょに、ぺこりと頭あたまを下さげた。

「きのう、ごめんとありがとう」

「もう、いいわ。

　考かんがえてみたら、クークとゲンゲンとアンに、

　ふたカバーをあげたのが、まちがいだったもの。

　おくれるから、早はやく行いこう」
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　クークとゲンゲン。サーハとアン。

　楽たのしそうに、学がっ校こうへと入はいっていく。




　キン、コン、カーンと、チャイムの音おと。

　森もりの学がっ校こうの一いち日にちが、始はじまった──。



















　秋あきの終おわり。

　風かぜが落おち葉ばと遊あそんで、カサカサと音おとを立たてている。

　遠とおくまで見み通とおしのよくなった、森もりの木き々ぎ。

　ひときわ、赤あかい屋や根ねが目め立だつツリーハウスでは、

　ゲンゲンと、サーハ、アンが、クークを待まっていた。
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　アンは転てん校こうしてきた日ひに、森もりの中なかで、

　赤あかい屋や根ねのツリーハウスを見みつけた時ときから、

　いつか行いってみたいと思おもっていた。

　その時ときは、まさか、クークたちのツリーハウスだとは、

　思おもってもみなかった。

　はじめてツリーハウスに連つれていってもらった時ときは、

　とてもうれしかった。

　アンがあんまりよろこんだので、

　学がっ校こうが休やすみの日ひは、いつも集あつまるようになっていた。

　クークのたんじょう日びのプレゼントに、

　クークの父とうさんが作つくってくれたツリーハウス。

　ゲンゲンの父とうさんも、手てつだってくれた、

　とても、がんじょうで、

　大おお雨あめがふっても、風かぜがいくらふいても、

　びくともしないりっぱなツリーハウス。

　クーク、ゲンゲン、サーハは、いつも、

　ここに、ひみつきちみたいに集あつまっては、遊あそんでいた。

「クークおそいね」

　サーハが、小ちいさなまどから下したを見みても、クークの姿すがたはまだ見みえない。




　そのころ、クークはおやつのふくろを持もって走はしっていた。

　向むこうの方ほうから、おおかみの男おとこの子こたちが、

　じゃれあいながら、やってきた。

　──あっ、学がっ校こうの上じょう級きゅう生せいだ──

　クークは、ちょっときんちょうした。

　おおかみのカイとレンは近ちかづいてきて、

　すれちがいざまに、ぶつかってきた。

「おい、ぶつかってきて、あやまりもしないつもりか？」

　クークは、びくっとした。

「あ、あの、そっちから、ぶつかってきた……」

「なわけ、ないだろう！　あやまれよ！」

「おい、何なに持もってるんだ？」
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　クークは、いっしゅん、おやつぶくろをだきしめた。

「よこせ！」

「いやだ！」

　カイとレンは、むりやりふくろをうばおうとして、

　クークともみあいになった。

　そして、あっという間まに、ふくろを取とりあげた。

「おっ、なんかいいにおい。食くいものだぞ」

「かえして！」

　クークはカイのしっぽにとびついた。

「はなせ！」

　カイは、クークの手てをふりはらおうとしたけれど、

　ぜんしんの力ちからをこめて、しがみつかれているので、

　クークを、かんたんにはふりはらえない。

　レンに、ぼこっとなぐられても、

　クークは、しっぽから、はなれない。
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「かえして！」

　その時とき、大おおきな声こえがした。

「やめろ！」

　なぐられて、いっしゅん、くらくらっとしたクークは、

　いっしょうけんめい、目めを見みひらいた。

「ごめんな。だいじょうぶか？」

　クークの目めの前まえにさしだされた、大おおきな手て。

　クークは、おそるおそる見み上あげた。

「おれのなかまが、わるさしたのか？」

「ちがうぜ。このちびっこいくまが

　ぶつかってきたのに、あやまりもしないから、

　このふくろをもらっただけさ」

「うそだよ。ぼくにぶつかってきて、

　おやつのふくろをむりやり、とったんだ」

　クークは、ひっしになって言いった。

　クークより大おおきなくまは、クークの目めを見みた。
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「そうか。おれはコウガ。

　こっちは、なかまのカイとレン」

　コウガは、カイとレンをにらんだ。

「ふくろをかえしてやれ」

　カイは持もっていたふくろをしぶしぶクークにかえした。

「下か級きゅう生せいをいじめるな」

「はい」

　カイとレンは、ぶすっとして言いった。

「名な前まえは？」

「ぼく、クーク」

「ごめんな。クークも、これから、

　どんどん大おおきなくまになる。

　強つよいくまになるんだぞ」

　クークは、こくんとうなずいた。

「行いっていいぞ」

　コウガに言いわれて、行いきかけたクークは、

　すぐもどってきて、コウガの前まえでふくろをひらいた。


[image: ]



　中なかには、びっしりのフライドポテト。

　クークは、それをひとつかみとると、

　コウガにわたした。

「ちょっとさめたけど、おいしいよ」

　コウガは、とてもうれしそうな顔かおをして、うけとった。

　クークは、カイとレンにも、わたした。

「クーク、わるかったな」

「クーク、ごめんな」

　ぼこぼこにはれてきたクークの顔かおが、にっこりとした。




　ツリーハウスにあらわれたクークを見みて、みんなおどろいた。

　顔かおが、すごくはれている。

　でも、クークはにこにこしている。

　おやつのふくろをあけてみると、

　とても少すくないフライドポテト。

「クーク、ポテト落おっことしてきたの？」と、アン。

「クーク、どこかにぶつかったの？」と、サーハ。

「つまり、どこかに落おちて、顔かおをぶつけて、

　ポテトもその時とき、落おっことしたってことか？」

　と、ゲンゲン。

「まっ、そんなとこかな」

　クークは、そう言いうと、

　みんなで、少すくないポテトをわけあった。
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　数すう日じつ後ご。

　学がっ校こうでは、じゅぎょうが終おわるチャイムがなった。

　休やすみ時じ間かん、クークのクラスにたいへんなことがおこった。

　教きょう室しつの入いり口ぐちに、上じょう級きゅう生せいが来きた。

　それだけでも、みんなは、どうしたのかな？　と思おもうのに、

　来きたのはなんと、学がっ校こう中じゅうで有ゆう名めいな、コウガのなかま、

　カイとレンだ。

「おい、このクラスにクークっていう子こがいるか？」

　みんな、きんちょうした。

「いるけど、今いまは、いないです」

　と、ラックが、びくっとして答こたえた。

「じゃあ、伝つたえといてくれ。

　昼ひる休やすみに、校こう庭ていで、コウガが待まってるってな」

　そう言いうと、上じょう級きゅう生せいらしさを見みせるように、

　しっぽを、さっとふって、ゆうゆうと去さっていった。

　さあ、それからがたいへん。
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「クークが、よびだされた！」

「クーク、何なにしたんだろう」

「コウガと、その手て下しただよ」

「学がっ校こう一いち、おそろしいとか、こわいとか、

　らんぼうだとか、言いわれてるよね」

　ゲンゲンも、大おおあわて。

「クークが、やられるかもしれないぞ」
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　サーハもアンも、まっさおになった。

「行いかないと、もっとやられるかも」

　そこへ、クークが、のんびりもどってきた。

「クーク、たいへん。

　コウガのなかまが来きて、昼ひる休やすみに校こう庭ていに来こいって。

　コウガが、そこで、まってるって」

　ラックの、ふるえ声こえ。

「どうして？」

　クークには、理り由ゆうがわからない。

「そういえば、クーク、この間あいだ、顔かおがぼこぼこになってたけど、

　ひょっとして、コウガのなかまにやられたのかあ！」

　ゲンゲンは、ぞぞっとした顔かおで言いった。

「あぁ、うん。あの時とき、おやつのふくろをとられたから」

「わぁ、きっと、まだなぐりたりなくて、よんだのかも」

「クーク、行いったら、またやられるぞ」

「そうね、行いかない方ほうがいいかも」

「でも、行いかなかったら、もっとやられるかも」

　アンとサーハも言いいながら、どうしたらいいかこまってしまった。

「おい、クーク。どうするんだ？」

「ぼく、行いってくるよ」

　クークは、あっさりと言いう。

　昼ひる休やすみになると、クークは校こう庭ていに行いった。

「ゲンゲンは男だん子しなんだから、クークを助たすけなくていいの？」

　サーハが心しん配ぱいそうに言いう。
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「お、おう。そうだな。クークは、友ともだちだし、

　このまま、知しらんぷりするわけにもいかないし、

　だからといって、あいつら上じょう級きゅう生せいには勝かてないし、

　なんせ、うわさでは、すっごく強つよくてこわいって。

　だから、おれだけ行いっても、あまり、

　役やくに立たたない気きもするし……」

　ゲンゲンが、ぶつぶつ言いっていると、

「ほら、これ持もって！」
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　と、アンが、ほうきをゲンゲンの目めの前まえにつきだした。

「今いま、そうじするのか？」

「ばか！　これでたたかうの！」

「えーっ。ほうき持もってたたかいに、おれ行いくの？」

　ゲンゲンは、こわくなった。

　アンが、バケツを持もってきた。

「バケツ持もってどうすんだよ！」

「これを、あの上じょう級きゅう生せいの頭あたまにかぶせるの」

　アンは、ガッツポーズ。

「わたしは、モップでたたかう」

　サーハは、モップをしっかりとにぎった。
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「おれたちは、なんて友ともだち思おもいなんだ」

「早はやく行いかなきゃ！」

　ゲンゲン、サーハとアンは、それぞれの武ぶ器きを持もって、

　教きょう室しつをとびだした。

　校こう庭ていがよく見みえる花かだんのそばから、

　そっと、クークを見みる。

「やばい。コウガたちにかこまれてるぞ」

「何なにを話はなしているか、聞きこえないわ」

「とつげきは、まだね」

　ゲンゲンと、サーハ、アンは、

　かくれてようすを見みることにした。

　ゲンゲンたちが、かくれているのにも気きづかず、

　クークは、コウガたちと話はなしていた。

「この間あいだは、ぼこぼこにしてわるかったな」

　カイとレンがあやまった。

「だいじょうぶ」

　と、クークは首くびを横よこにふった。

「ポテトをもらったお礼れいをしようと思おもってよんだんだ」

　コウガは、そう言いいながら、

　持もっていた木きぼりのくまをわたした。

「おれが作つくった」

「わぁ、すごいや。上じょう手ずだなぁ」

　クークは、うれしくてたまらない。

「おれたちは、これをやるよ」

　カイとレンが、枝えだで作つくったかたなをわたそうとして、

　クークに、いきおいよく、さっとさしだしたその時とき、

「あっ、クークがやられる！」
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　花かだんのそばからとびだしたゲンゲン。

「まて！　クーク、あぶない！」

　ゲンゲンとサーハ、アンが走はしってきた。

　クークのほうが、びっくり。

　クークは、きょとんとして、

「ゲンゲン、どうしたの？　サーハもアンも」

「お、おれたちが相あい手てだ！」

　その時とき、ゲンゲンの後うしろの方ほうから、ガヤガヤと声こえ。

　クラスのみんなが、それぞれ、

　モップや、ほうき。たいこのばちや、バケツ。

　いろいろなものを持もって、走はしってきた。

「みんなも来きてくれたのかぁ」

　と、ゲンゲンが、ほっとしたように言いった。

「クラスのなかまだし……」

　と、ラックがみんなを代だい表ひょうして言いった。
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　そして、全ぜん員いんが、ずらりとならんだ。

　ゲンゲンは、大おおきく深しんこきゅうしてから言いった。
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「ク、クークは、くまのくせになき虫むしで、

　弱よわっちいけど、なかまだ。

　クークが、やられるのを、だまって

　知しらんぷりするわけには、いかない」

　みんなは、大おおきくうなずいた。

　コウガは、くすっとわらった。

「クークは、おれの大だい事じな友ともだちだ」

　そう言いうとコウガは、クークの頭あたまをごしごしとなでた。

　すると、みんな、びっくりして、ほっとした。

「なんだ！　ゲンゲンのかんちがいだよーっ」

「おれのせいにするな！　みんなだって、

　あぶないって思おもってたくせに！」

「じゃあな」
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　コウガは、左ひだり手てを上あげてクークに言いうと、

　カイとレンをしたがえて、教きょう室しつにもどっていった。

　ゲンゲンは、クークに言いわずにはいられなかった。

「おい、クーク。おれたちに心しん配ぱいかけやがって、

　さっきまでの心しん配ぱいをかえせ！」

　と言いって、クークをポコンとなぐった。
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「ぼくを心しん配ぱいしてくれたおわびなんだあ。

　いたいけど、がまんする。

　でも、ゲンゲンはすぐなぐる」

「あぁ、すっきりした」

　クークは、みんなにあやまった。

「心しん配ぱいかけて、ごめんなさい」

「どうして、クークはコウガの友ともだちになれたの？」

　アンが、ふしぎそうに聞きいた。

「わかんない。でも、

　あの時とき、おやつをあげたからかなあ」

「えっ、それじゃ、おれもおやつをあげれば、

　コウガの友ともだちにしてもらえるのか？」

「うーん、そうなのかなあ」

「だったら、おれ、おやついっぱい持もってくぞ。

　下か級きゅう生せいなのに、あのコウガの友ともだちだって言いえれば、

　なんか、かっこいいぞ」

　ゲンゲンは、クークをうらやましそうに見みて、

　首くびをひねった。

「それにしても、クークみたいに

　弱よわっちいなき虫むしがコウガの友ともだちって、

　やっぱりふしぎだ」

「ゲンゲン、きっとね、コウガって強つよいから、

　弱よわいクークを見みたら、かわいくなったのよ」

　アンは、バケツをかかえて、クークを見みた。

「そうかあ。おれは強つよいし、運うん動どうはできるし、

　かっこいいし、そういう意い味みでは、クークとちがうから

　友ともだちには、なれないのか」

　ゲンゲンは、みょうになっとくした。

「なんかちがう気きもするけどね。

　とにかく、たたかわなくてすんでよかったわ」
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　聞きいていたサーハは、くすくすわらいながら言いった。

　みんな、ぞろぞろと教きょう室しつへもどりだした。

「クークっていいな」

　アンは、となりを歩あるいていたゲンゲンに、ふっと言いった。

「どうしてだ？」

「だって、あぶないって思おもって、みんなが心しん配ぱいしたんだよ。

　わたしも、おんなじようなことがあったら、

　みんなに心しん配ぱいしてもらえるかな」

「あーっ、むりむり」

「どうしてよ！」
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「えっ。わかってないのか？

　アンって、みんなとけんかするっていうか、

　ぶつかっていくっていうか。

　なんでも、はっきり言いうしな。

　アンに言いわれて、ないた女じょ子しもいるだろ。

　ときどき、女じょ子しがうわさしてるぞ」

「サーハは、そんなこと言いわない！」

「そりゃ、サーハは、クラスの中なかでも大人おとなっぽいからな。

　それに、おれだって心こころは広ひろいし、

　クークは、だれにでもやさしいだろ」

「だから、なんだって言いうの？」

「つまり、おれたちだから、

　アンと遊あそんでやれるってこと」

「だったら、クークとゲンゲンとサーハは、

　しかたなく、わたしと友ともだちでいてくれてるわけ？」

「めんどくせぇな。そうだ、そうだ」
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　アンは、ゆだんしていたゲンゲンに体たいあたり。

　ゲンゲンは、ひっくりかえってしまった。

「いってぇ」

　ゲンゲンは、おなかをおさえた。

「しかたなく、友ともだちでいてくれてる？

　ゲンゲン、おぼえといて。

　ゲンゲンにも、わたしと友ともだちでよかったって、

　わかる時ときが、ぜったいぜったい来くるんだから！」

　アンは、くやしくて、なみだをこぼしたけれど、

　ゲンゲンは気きがつかない。

「サーハ、まってぇ」

　アンは、バケツをゆらしながら、走はしっていった。

「あの自じ信しんはどこから来くるのかな」

　しりもちをついたまま、ゲンゲンはつぶやいた。




　みんなが歩あるいていると、ばったり先せん生せいに会あった。

「おまえたち、何なにやってるんだ？」

　みんな、武ぶ器きをにぎりしめ、立たち止どまってしまった。

「なんだかいろいろ持もってるなあ」

　と、先せん生せい。

「あの、みんなで、えんそうのれんしゅうをしていたの」

　アンが、あわてて言いった。

「そうなんです」

　と、サーハは持もっていたモップで、

　アンの持もっていたバケツを、トントコたたいた。
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　みんなもつられて、ほうきどうしで、バンバン。

　バケツを、トントコ、トントコ。

「おぉ、秋あきのえんそう会かいのれんしゅうか。すばらしい」

　と、先せん生せいは感かん心しんした。




　ほうかご。クークは帰かえりながら、

　父とうさんの言こと葉ばを思おもいだした。

　父とうさんは、料りょう理りを作つくって、

　おきゃくさんのおいしそうな顔かおを見みるのが

　一いち番ばんうれしいと言いっていた。

　食たべるものが、心こころをやさしくする。

　ほっとさせる。えがおにさせると言いっていた。

　クークは、父とうさんの言いったことが、

　なんとなく、わかったような気きがした。

　──ぼくも、何なにかあった時ときに、

　何なにか食たべると、ほっとするもの。

　父とうさんの作つくるものは、なんでもおいしいけど、

　フライドポテトも、さいこうにおいしい。

　それを、コウガたちに、あげられてよかったなあ。

　きっと、おいしいって思おもってくれたんだ──
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　その夜よ。

　クークは、まどをあけて月つきを見みた。
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「お月つきさま、今日きょうもなんだか、いろんなことがあったよ。

　クラスのみんなは、いつもなかよしって

　わけじゃないんだ。

　ときどき、けんかもするし、わるくちも言いうし。

　でも、今日きょうは、みんながぼくを助たすけに来きてくれたの。

　びっくりしたけど、うれしかったんだ。

　ふふ。ぼくがだれよりも強つよかったら、

　みんな心しん配ぱいなんかしないで、

　助たすけに来きてくれなかったかも。

　だからさ、いやなこともあるけど、

　うれしいこともあるんだ。

　学がっ校こうってさ、そんなところなんだ」




　いつ初はつ雪ゆきがふってもいいくらいの寒さむさ。

　さいごの秋あきが、なごりおしそうに

　深ふかく静しずかな夜よるをつくっていた──。



















　森もりも野の原はらも、まっ白しろな雪ゆきにつつまれた長ながい冬ふゆ、

　学がっ校こうの校こう庭ていには、みんなが作つくる雪ゆきだるまが、

　毎まい日にち、ふえていく。

　教きょう室しつから、雪ゆきだるまをながめながら、

　クークとゲンゲン、サーハとアンは、

　冬ふゆ休やすみになったら、何なにをして遊あそぶか、話はなしていた。
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「そり！」

「雪ゆき合がっ戦せん」

「かまくら作つくる！」

「ああ、早はやく冬ふゆ休やすみになるといいなあ」

「毎まい日にち、遊あそぼうな」




　ゲンゲンは学がっ校こうから帰かえると、

　家いえの前まえで、きつねのゆうびん屋やさんに会あった。

「おっ。ゲンゲン、おかえり。ほら、手て紙がみだよ」

「おれにか？」
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「ざんねん。お母かあさんにだ」

「なあんだ」

　ゲンゲンは、手て紙がみをうけとると、

　家いえに入はいって、母かあさんにわたした。

「あら、姉ねえちゃんだよ」

　母かあさんは、うれしそうに手て紙がみを読よみはじめた。

「姉ねえちゃんが、冬ふゆ休やすみに入はいったら、

　ゲンゲンをよこしてくださいって」

「そりゃ、いいな」

　父とうさんが、うれしそうに言いった。
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　ゲンゲンは、びくっとして、

　ぼうのようにつったったまま。

「姉ねえちゃんは、ひとりぐらしだし、ゲンゲンが行いけばよろこぶねぇ」

「ゲンゲンも、ちがう家いえの飯めしを食くえば、勉べん強きょうになるってもんだ」

「あら、古ふるくさいことを言いってるねぇ」

「いや、こういうことに、古ふるいも新あたらしいもないさ」

「そういえば、ひとりでおとまりなんて、ゲンゲンはじめてだね」

「あぁ、大だいさんせいさ」

　父とうさんと母かあさんは、のり気きになったけれど、

　ゲンゲンは、そばで聞きいていてびっくり。

　──母かあちゃんの姉ねえちゃんって、おばちゃんのことだ。

　父とうちゃんと母かあちゃんで、話はなしがどんどん進すすんでるぞ──

　それ以い上じょう、聞きいているのがこわくなって、

　そのまま家いえをとびだした。

　どきどきしながら、歩あるきはじめた。

「おれ、冬ふゆ休やすみ、おばちゃんちにひとりで行いくのか？

　でも、おばちゃんが、すごくよろこびすぎて、

　一いっか月げつが、二にか月げつになって、一いち年ねんになって、

　そのまま、帰かえれなくなったら、どうする？

　学がっ校こうも、おばちゃんちのそばの学がっ校こうに行いけって言いわれたら？

　なんで、おれが、おばちゃんちに行いくんだ？」
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　ゲンゲンは、はっとして、立たち止どまった。

「おばちゃんは、子こどもいないし、おれのこと大だいすきだし、

　おれって、かわいいし、ひょっとしたら、

　おばちゃんちの子こどもにされるかもしれない!?」

　ぶつぶつ言いいながら、歩あるいていると、

　雪ゆきの原はらっぱのまん中なかで、大だいの字じになって、

　空そらを見みているクークを見みつけた。

　リュックが横よこにおいてある。
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「おい、クーク。まだ帰かえってなかったのか。

　遠とおくから見みたら、雪ゆきの中なかに

　でっかい落おとしものがあるかと思おもったぞ」

「ふふ。ぼくが落おとしもの？

　まってたら、だれかひろいに来くるかな」

「クーク、ずっとそうやってろ」

「まだ、せなかがつめたくならないから、

　こうやってるよ。空そら、でっかいよねぇ」

「あったりまえだ」

「ぼく、ちっちゃい時ときから、ずっとわかんないんだよ。

　空そらって、どっから空そらって言いうのかなって」

「上うえの、青あおいとこが、空そらだろう」

「下したは？」

「地じ面めんだろう」

「じゃあさ、空そらと地じ面めんの間あいだはなんて言いうの？

　このあたりさ」
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　クークは、りょう手てを大おおきくぐるぐるまわした。

「それって、大たい切せつなことか？」

「べつに、そんなに大たい切せつなことでもないけど」

「だろう？　ばっかみたい。

　クークってさ、そういうどうしようもないことが気きになるんだな」

「そうなの？」

「そうだろう。おれはな、今いま、重じゅう大だいなもんだいをかかえてるんだ。

　おれの人じん生せいが、変かわるかもしれないもんだいだ。

　おまえの、そんなこととは、レベルがちがうんだ」

　ゲンゲンは、クークとわかれて歩あるきだした。

　──おばちゃんちに行いかないって言いったら行いかなくてもいいのかな。

　でも、もし行いったら毎まい日にち、すごいごちそうかも。

　母かあちゃんみたいに、怒おこんないかもしれない。

　手て伝つだいなんか、しなくてもいいんだ。

　いろんなところにつれていってくれるかもしれない。

　なんせ、おばちゃんは、おれのこと、かわいくてしょうがないんだ。

　あ、でもクークたちと遊あそべなくなる。

　これは、大だいもんだいだ。

　クークとサーハとアンは、おれがいなくなったら、

　さびしい冬ふゆ休やすみになるはず……はず──？
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　そう思おもったけれど、だんだん、自じ信しんがなくなってきた。

　ぼそっとつぶやいた。

「おれがいなくなっても、みんなはなんでもないのかな」

　そう思おもったら、急きゅうにさびしくなってきた。

「おれは、友ともだちだと思おもってるけど、

　あいつらはどうなんだろう……？

　あれ？　え？　おれ、めずらしく考かんがえてる」

　ゲンゲンは、ピピッとひらめいた。

「あはは。おれもばかだな。

　そんなこと聞きいてみればいいんだ。かんたんなことだ」

　ゲンゲンは、クークのいるところまで、もどることにした。
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「まずは、クークに聞きいてみよう。

　クークだって、ぜったい、

　おれたちは友ともだちだって言いうぞ。

　それも、いっちばん、なかのいい友ともだちだって」

　クークは、さすがにせなかがつめたくなったのか、

　ゲンゲンが、走はしってもどってきたときには、

　おきあがって、体からだについた雪ゆきをパンパンはらっていた。

「おい、クーク。聞ききたいことがある。

　すごく重じゅう大だいなことだ」

　ゲンゲンは大おおきな声こえで聞きいた。

「なあに？　ああ、寒さむい！」
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「おれとクークのかんけいは、なんだ？」

「え？　かんけいって、兄きょう弟だいじゃないよ。

　家か族ぞくでもないね」

「て、てきではないよな？」

「うん。てきではない。けんかはするけど」

「だよな。つまり、味み方かたと言いえるか？」

「まあ、味み方かただと思おもう。ときどきは、てきになるけど」

「だよな。味み方かただ。つまり、それは、ほかの言いい方かたないか？」

「……ないよ」

「よく、考かんがえてみろ。おれのことよく知しってるだろ。だったら？」

　クークは、寒さむくて早はやく家いえに帰かえりたくなっていた。

　ゲンゲンの言いいたいことがよくわからない。

「ぼく、それより寒さむくて、あったかいミルク飲のみたい」

　ゲンゲンは、あせってきた。

　クークから、「ぼくたち友ともだちだよ」って、

　言いってもらいたかった。

「おれたち、赤あかちゃんの時ときから、ずっといっしょに

　遊あそんできたぞ。つまり、おれたちのかんけいはなんだ？」

「なあんだ。おさななじみでしょ」

「そっか。おさななじみだ！」

　ゲンゲンは、つられて言いってしまった。

「おさななじみって、なんでも知しってるよね。

　それってなんだか、すごいね」

　クークは、寒さむくて、ぴょんぴょん、

　とびはねながら言いった。
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「た、たしかにすごい」

「友ともだちって、これからもたーくさんできるけど、

　ぼくたちみたいな、おさななじみには、なれないんだもの」

「そうか。たしかにそうだ」

「ぼく、もう帰かえる」

「よし。おさななじみ、さらばだ」

「うん、さばら！」

　クークは、いちもくさんに走はしって帰かえっていった。

　ゲンゲンは、クークから、友ともだちという言こと葉ばを

　もらえなかったけれど、

　おさななじみという言こと葉ばがうれしかった。

　とくべつな気きがした。
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「友ともだちで、おさななじみだぞ！」

　ゲンゲンは、つぶやくと、安あん心しんして帰かえっていった。




　数すう日じつ後ご。

　朝あさ、ゲンゲンは、教きょう室しつに入はいると、

　クークとサーハとアンに言いった。

「あのな、重じゅう大だいな話はなしがある」

「なに？　なに？」

「どうしたの？」
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　ゲンゲンの顔かおがちょっとこわばっている。

「おれ、冬ふゆ休やすみ、ずっといなくなるんだ」

　みんな、びっくり。

「どうして？」

「どっか、行いっちゃうの？」

「おばちゃんち。ひと言ことで言いえば、

『ごしょうたい』っていうやつだ。

　おれのこと、むかえに来きてくれて、

　いっしょに行いくんだ。

　冬ふゆ休やすみ中じゅう、ぜんぶだぞ」

「わぁ、けんか相あい手てがいなくなっちゃう」

　アンが、わらいながら言いった。
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「遊あそべないね」

　サーハのざんねんそうな声こえ。

　ゲンゲンは、うんうんと、うなずいた。

　クークを見みた。

「……」

「おいクーク。なんとか言いえ」

「冬ふゆ休やすみ中じゅう、ゲンゲンがいなくなる？

　ずっといないのって、はじめてのことだから、なんか、ピンと来こない。

　今いま、そうぞうしてるけど……ゲンゲンがいない……いない……」

　それから、クークは、しみじみとさびしそうな顔かおをした。

「そうか。さびしいか」

「うん。でもね、ゲンゲンがぼくのこと、けとばしたり、ポカンって、

　たたいたりしないと思おもったら、そこはうれしい……のもある」

「なんだとぉ」

「でも、遊あそべないのはつまんない」

「そうか。まあ、それならゆるしてやるか」




　そして、ついに冬ふゆ休やすみに入はいった日ひ。

　ゲンゲンの家いえに、おばさんが来きた。

　今日きょうはゆっくりして、明日あした、ゲンゲンをつれて帰かえることになった。

　クークと遊あそべるのも、今日きょうだけ。

　ゲンゲンは、今日きょう、思おもいっきりたくさん遊あそぼうと思おもった。
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『フクロウの森もり』の近ちかくに、みんなで作つくったかまくらがある。

　クークは、ゲンゲンと待まち合あわせして、

　もう、かまくらに来きていた。
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　明日あしたから、ゲンゲンがいなくなると思おもったら、

　ちょっとさびしい気き持もちになっていた。

　しばらくして、ゲンゲンがやってくると、

　かまくらのまわりで、雪ゆきだるまを作つくったり、

　新あたらしい雪ゆきの上うえをかきわけて、走はしっていくきょうそうもした。

　それから、かまくらの中なかで、ひと休やすみ。

「そうだ、いいこと思おもいついたよ」

　クークが、ひらめいた。

「なんだ？」

「あのね、このかまくらで、あったかーいやきいも食たべるの。

　ぼくさ、ちょうとっきゅうで家いえにもどって、持もってくるよ」

「おっ、すごくいいぞ。

　食たべながら、男おとこ同どう士しで話はなしをしようぜ」

「うん、男おとこ同どう士しのやきいも会かいだね」

「おい、クーク。来くるとちゅうで、食たべるなよ」

「だいじょうぶ。あつあつの持もってくるから。

　ゲンゲンといっしょに食たべるから」
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　クークは、かまくらをとびだして、家いえに向むかって走はしった。

「やきいも、やきいも！」

　と、歌うたいながら、家いえにつくと、ストーブの中なかで、

　アルミはくにつつんでやいていた、ほくほくのやきいもを、

　ふたつ取とりだすと、また、急いそいで走はしりだした。

「おなか、すいたなあ。

　でも、がまんするんだ。ゲンゲンと食たべるんだ」




　そのころ、ゲンゲンは、楽たのしみに待まちながら、

　かまくらのまわりに、小ちいさな雪ゆきだるまを

　何なんこも作つくって、ならべていった。
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　そこに、サーハが通とおりかかった。

「おい、サーハ。どこに行いくんだ？」

「アンが、スノボを教おしえてくれるの。

　だから、今いまから行いくところ」

「えっ、スノボ？

　おれ、やったことない」

「わたしもはじめて。アンは、上じょう手ずなんだって」

「いいなあ。おれもやってみたいなあ」

「じゃあ、いっしょに行いこう。アンがまってる」

「よし、行いこうぜ」

　ゲンゲンは、サーハと急いそいで、山やまのふもとに向むかった。

　それから、少すこしたつと、

　かまくらにクークが走はしってもどってきた。

「ゲンゲーン。急いそいで来きたから、

　まだ、やきいもあつあつだよ」

　クークは、かまくらをのぞいた。

「あれ、いない」

　クークは、あったかいやきいもをかかえて、

　かまくらの中なかで、待まつことにした。
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「どこ行いったのかな。

　ゲンゲンは、うろうろするから、

　きっと、すぐもどってくるよ。

　おなか、すいたけど、

　ゲンゲンとやくそくしたから、待まっていよう」

　おなかにあてていたやきいもが、

　少すこしずつさめていく。

「ぼくの分ぶんだけ先さきに食たべちゃおうかな」

　クークは、首くびを横よこにぶるぶるっとふった。

「がまんするんだ。

　ゲンゲンと、やくそくしたから……」

　クークは、うとうとしてきた。

「やきいも、あったかくない……」

　すっと、すいこまれるように、ねむってしまった。




　そのころ、山やまのふもとでは、アンがスノボを

　サーハとゲンゲンに教おしえていた。
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　アンが、ボードをふたつ持もってきたので、

　サーハとゲンゲンは、かわりばんこに教おしえてもらった。

「さすが、ゲンゲン！」

　アンも、サーハもびっくり。

　ゲンゲンは、あっという間まにおぼえて、

　みごとにすべっていく。


[image: ]



「おれ、こんなにおもしろいの、はじめてだぞ」

　ゲンゲンは、すっかり夢む中ちゅうになってしまった。

「クークも、さそえばよかったね」

　このサーハの言こと葉ばに、ゲンゲンの声こえがひびいた。

「ア─────────ッ」

　ゲンゲンは、大おおあわて。

「クークのこと、わすれてたぁ」

　走はしりだしたゲンゲン。サーハとアンは、

　何なにがおこったのかもわからず、

　あわててゲンゲンをおいかけた。

　あたりは、夕ゆうぐれ。雪ゆきがふってきた。

「おい、クーク。おきろ！」
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　かまくらの中なかで、すっかりねむっていたクークを

　ゲンゲンはあわてておこした。

「うっ、うっ？」

　目めをさましたねぼけ顔がおのクーク。

　ゲンゲンを見みると、かかえていたやきいもを、さわりなおした。

「ゲンゲン。やきいも、すっかりつめたくなっちゃったよ」

「ごめん。ちょっと……」

　と、ゲンゲン。

「せっかく、あったかいうちに食たべようと思おもって、

　急いそいでもどってきたのに、ゲンゲンいなくなってるから」

「あ、あの」

　ゲンゲンが、どう話はなしていいか、おろおろしていると、

　後うしろからサーハが顔かおを出だした。

「そういうことかぁ。

　ゲンゲンは、クークとやくそくしてたのに、

　わたしと行いっちゃったってことかぁ」

「あの……わすれてた」

「クーク、ゲンゲンはね、今いままでわたしたちと

　スノボをやってたんだよぉ」

　アンがすかさず言いった。

「アン、ばらすことないだろ！」

「かくしちゃダメでしょ。

　どう考かんがえたって、ゲンゲンがわるいもの」

「それも、そうだけど、こんなとこでねちゃって、

　かぜひいたらどうするの」

　言いいながら、サーハはクークのおでこをさわった。

「わあ、こんなにつめたくなってる」

　アンもクークのおでこをさわった。
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「ほんとにつめたい。このまま、クークがわすれられて、

　ずっとここでねてて、だれにも見みつからなかったら、

　クーク、こごえて、死しんじゃってたよ」

　と、アンがゲンゲンをにらみつけた。

「おどかすな！」

　ゲンゲンは、ぞくっとした。

　クークも、ずっとこのまま、

　ねてしまっていたらと考かんがえると、ぞくっとした。

「クーク、ごめん。おれたち友ともだちだろ。

　おさななじみだろ。ゆるしてくれ！」
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「クーク、ゆるすことないよ！

　怒おこりなさいよ！」

　と、アンが、横よこから口くちを出だす。

　クークは、ひくーい声こえでひと言こと。

「友ともだちじゃない」

　そして、つめたくなったやきいもを一いっ本ぽん、

　ゲンゲンにわたした。

「これは、ぼくの分ぶんじゃないから。

　ゲンゲン、さようなら」
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　クークは、とても寒さむくて、

　早はやく家いえに帰かえりたかったし、

　だれとも話はなしたくなかった。

　急いそいで走はしって家いえに帰かえった。

　毛もう布ふにくるまって、あたたかなミルクを飲のんだ。




　つぎの日ひの朝あさ、クークが、朝あさごはんを食たべてから、

　ソファでごろごろしていると、母かあさんが言いった。
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「今日きょう、ゲンゲンは、おばさんと

　いっしょに行いくんでしょ。お昼ひるのバスなの？」

「うん」

「ゲンゲンの見みおくりに行いかないの？」

「行いかないよ。どうして行いかなきゃならないの？」

「お友ともだちでしょ」

「ちがう。たんなるおさななじみ」

「あらまあ、『たんなる』ねぇ」

　母かあさんは、にっこりしてテーブルの上うえに、

　クッキーのふくろをおいた。

「ゲンゲンへのおみやげに、クッキーを作つくったけど、

　いらないわね。クーク、食たべていいわよ」

「うん。ぼくが食たべる」


[image: ]



　そばで聞きいていた父とうさんが言いった。

「おさななじみって、ひさしぶりに聞きく言こと葉ばだなあ」

「父とうさん、むかしを思おもいだしたの？」

　クークは、ぶすっとして聞きいた。

「まあな、おさななじみのよさは、

　大人おとなになってから、わかるものだからなあ」

「ふーん。

　ぼく、まだ子こどもだから、わかんないよ」

　クークは、クッキーのふくろを持もって、自じ分ぶんの部へ屋やに行いった。

「見みおくりなんか行いくもんか」

　かたに力ちからを入いれて、うでぐみをして、クッキーをにらんだ。

　そのうち、ゲンゲンの顔かおが頭あたまにうかんだ。

　ぶるっと消けした。
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　また、うかんだ。また、消けした。

　──ゲンゲンって、いつもかってなんだ。

　そういえば、ちっちゃい時ときからいつも、そうだもの。

　いつも、ぼくはゲンゲンになかされる。

　学がっ校こうに入はいってもおんなじ。

　なのに、どうしてぼくはゲンゲンと、遊あそびたくなるんだろう。

　そっかあ。ゲンゲンのいいところも、いっぱい知しってるから？

　もう、ゲンゲンのばか────！

　クークは、クッキーのふくろを持もって、家いえをとびだした。
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　バスていまで走はしった。

　走はしって走はしって……、バスていには、サーハとアンもいた。

「クーク、バスがもうすぐ出でちゃうよ」

　サーハが、大おおきく手てをふっている。

　ゲンゲンが、気きがついてバスからとびだしてきた。
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「ゲンゲン、これ母かあさんが、ゲンゲンにわたしてくれって」

　クークは、ぶっきらぼうに言いった。

「おっ、サンキュー」

　ゲンゲンは、そう言いってからクークの目めを見みた。

「きのうは、ごめんな。けんかしたままで、すごく気きになって、

　おれ、きのうの夜よるはなかなかねむれなかった」

　ゲンゲンは頭あたまをかきながら、てれわらい。

　そのてれわらいを見みて、クークは思おもった。

　──きのうのことは、もういいや。

　やっぱり、友ともだちだもの。おさななじみだもの──

「ゲンゲン、行いっといで」

　クークに言いわれて、うれしそうなゲンゲン。

「ゲンゲンがいない間あいだ、わたしたち、

　すっごく楽たのしく遊あそんでるからねーっ！

　うらやましがっても、ダーメ！」

　と、アン。

「ふん！　うらやましくなんかないぞ。

　おれは、おばちゃんちで、うらやましいだろう！」
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　ゲンゲンはあっかんべえをする。

「ゲンゲン、帰かえってくるの待まってるからね」

　と、サーハ。

　それから、クークとサーハとアンは、

　バスが見みえなくなるまで、手てをふった。
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　その夜よ。クークはまどをあけて、月つきを見みた。
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「お月つきさま、教おしえてあげるね。

　友ともだちになる時ときは、はじめましてと言いって、

　始はじまるんだよ。

　名な前まえを聞きいてから、始はじまるんだよ。

　すきなものはなあに？　と聞きいて、始はじまるんだよ。

　でもさ、おさななじみは、気きがついた時ときには、

　いっしょにいるの。

　いろんなことぜんぶ、気きがついた時ときには、

　わかってるの。

　おもしろいね。

　そういえば、父とうさんが言いってた。

　おさななじみがいいって思おもうのは、

　大人おとなになってからだって。

　ひょっとして、

　おさななじみって、

　大人おとなになった時ときのプレゼントなのかな。

　ぼくは、もう未み来らいのプレゼントを持もってるんだ。

　それって、すごいなあ」




　雪ゆきにつつまれた、夜よるの森もり。

　ときどき、バン！　と、寒さむさで木きのわれる音おと。

　まだまだつづく、長ながい冬ふゆの一いち日にちが

　静しずかに、すぎていく──。
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